


今年度の重点目標

（１）「自己管理能力」
を育むことに努める

（２）「考える力」（思考力・判断力・
表現力、学習意欲）を育むことに努める

（３）「社会力」を育むことに努める

※社会力：人が人とつながり、よりよい社会を
つくりあげようとする意欲と行動力



具体的な取り組み

自 己 管 理 能 力

①生活リズムの確立

②体力・運動能力の向上

③基本的行動様式の定着



「はつらつがんばり週間」の結果

２学期（８／２９（月）～９／４（日））１学期（５／３０（月）～６／５（日））

就寝時間、起床時間の○が少ない。

就寝時間の×が半減。

寝る３０分前のメディア不使用に次
いで、就寝時間、起床時間が改善。

就寝時間が引き続き課題。

保護者の声がけ、
準備により×が
０に（感謝）。



県・国の平均と同程度

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点) 20mｼｬﾄﾙ(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm) ボール投げ(m)

手ノ子小(R4年度) 12 17 36 51 34 9.1 166 19

県(R4年度) 12.66 16.52 29.01 35.92 38.5 10.33 134.4 15.6

国(H31年度・R元年度) 12.69 16.72 29.73 35.38 38.41 10.02 136.81 15.66

手ノ子小(R4年度) 16 15 33 48 65 8.6 175 24

県(R4年度) 14.5 18.38 30.27 39.41 45.3 9.93 142.74 19.22

国(H31年度・R元年度) 14.45 18.63 31.06 39.21 45.6 9.61 144.52 18.92

手ノ子小(R4年度) 17.25 20 41.25 44.75 40.75 10.25 149.25 22.25

県(R4年度) 16.61 20.24 32.02 43.42 53.52 9.59 152.7 22.7

国(H31年度・R元年度) 16.49 20.79 33.49 43.61 54.83 9.22 155.38 22.92

手ノ子小(R4年度) 22.5 27 49 53.5 58.5 8.55 179 44

県(R4年度) 18.99 21.7 34.05 45.77 60.29 9.19 161.71 25.73

国(H31年度・R元年度) 19.43 22.66 35.72 46.27 63.42 8.87 164.07 26.65

握力(kg) 上体起こし(回) 長座体前屈(cm) 反復横とび(点) 20mｼｬﾄﾙ(回) 50m走(秒) 立ち幅とび(cm) ボール投げ(m)

手ノ子小(R4年度) 14.5 12.5 34.5 41 35.5 10.4 140 14

県(R4年度) 11.98 15.96 32.41 35.07 31.29 10.57 127.69 9.98

国(H31年度・R元年度) 11.84 15.85 32.08 33.58 29.16 10.4 128.05 9.4

手ノ子小(R4年度) 11.8 16.2 36.2 43.8 35.6 10.08 147.2 20.2

県(R4年度) 13.89 17.96 34.24 38.57 38.68 10.12 137.34 12.41

国(H31年度・R元年度) 13.87 17.64 34.82 37.91 37.09 9.91 137.89 11.63

4年生

女子

令和４年度　体力テストの結果（４月～５月の全校体育で実施）

県・国の平均を上回る 県・国の平均を下回る

男子

3年生

4年生

5年生

6年生

3年生

依然シャト
ルランが課題。
また、上体起
こしも、全国
平均や県平均
よりも下回っ
ている学年が
多い。冬のク
ロスカント
リーに向け、
持久力と体幹
を鍛える工夫
が必要。

昨年度、全国平
均や県平均より
も下回っている
学年が多かった
握力・５０ｍ走
は改善してきて
いる。



全員、姿勢が悪い。骨盤を
しっかりし、軸を起こしていか
ないといけない。腕をつっかえ
棒にして机に置いていないと姿
勢が保てない子が何人もいた。
体幹をしっかりつくることを今
しなくてはいけない。

関西国際大学中尾繁樹先生による特別支援研修会 ５／２４（火）

鉛筆の持ち方が悪いのは運動に
も関係する。小指側を握るという
のは、支持系統が働く。立ち上が
る時に小指側をついて立ち上がる。
小指側が働かないと握力も弱くな
り、体もぐにゃぐにゃする。重い
ものを持たせるなどしながらト
レーニングするとよい。



関西国際大学中尾繁樹先生による特別支援研修会 ５／２４（火）

運動好きにさせる。何
のためにやっているか、
支持系の運動を入れるな
どつながりのある動作を。
「体を動かしてなんぼ」
で好きにさせる。性格が
よく、先生大好きな集団
だから、乗せられると楽
しみながらやると思う。
肥満傾向の子は、満腹

中枢の感度が低い場合が
多い。食事制限をしても
効果がない。制限するよ
り体を動かした方がいい。

体力向上によ
る学力向上



持久走大会６／１３（月）

「持久走大会に向けての強化練習」
５月２３日（月）～６月１０日（金）の朝休み・中間休み



Ｒ４年度　持久走大会（１０００ｍ走・８００ｍ走結果）
　※３・４年生・・・８００ｍ　　５・６年生・・・１０００ｍ

学年 氏名 初回練習時 持久走大会当日 タイム差

３年 伊藤　希吏斗 4分05秒 3分44秒 21秒

３年 大河原　優 4分22秒 3分31秒 51秒

３年 舩渡川　雪乃 4分47秒 4分29秒 18秒

４年 伊藤　希唯 4分40秒 3分37秒 1分03秒

４年 伊藤　結愛 4分10秒 3分41秒 29秒

４年 鈴木　歩奈 4分23秒 3分34秒 51秒

４年 髙橋　菜月 4分13秒 3分37秒 36秒

４年 房間　ゆあ 5分08秒 4分26秒 42秒

４年 林　太陽 3分40秒 3分10秒 30秒

５年 伊藤　永希也 5分52秒 5分33秒 19秒

５年 井上　歩武 6分10秒 5分22秒 48秒

５年 大河原　魁 6分21秒 5分46秒 35秒

５年 竹田　隼人 4分39秒 4分25秒 14秒

６年 志田　大雅 4分35秒 3分59秒 36秒

６年 鈴木　遥斗 5分16秒 5分09秒 7秒



「チャレンジタイム」
火曜日のロング昼休み

（全校会議・全校会議・委員会がない日）

発表会７/２１（木）各自が１学期の目標を立てて練習に励む。



チャレンジタイム発表会７/２１（木）

縄跳び・・・４年生２名
一輪車・・・３年生３名、４年生３名、５年生２名、６年生１名
鉄棒・・・４年生１名、５年生２名、６年生１名



「水泳学習」
６月２９日（水）～７月２１日（木）の１１回

（毎週水・木・金曜日の２校時）

スイミングフェスタ７／２２（金）



スイミングフェスタ７／２２（金）

５・６年生は１００ｍのクロールや平泳
ぎに挑戦したり、５０ｍの背泳ぎに挑戦
したりと、距離や種目を増やして挑戦す
ることができた。

４年生は全
員２５ｍ以上
泳げるように
なり、中には
１００ｍに挑
戦し、見事泳
ぎ切った子ど
ももいた。

新型コロナの
影響で１年生時
に水遊びを経験
できなかった３
年生も、１人は
５０ｍ、２人は
補助具をつけて
２５ｍを泳ぎ
切った。



校内新記録

学年 氏名

３年 伊藤　希吏斗 ２５ｍ補助あり自由形 1分02秒8 ２５ｍ補助あり自由形 44秒５

３年 大河原　優 ２５ｍ自由形 44秒6（足つき） ５０ｍ自由形 1分14秒3

３年 舩渡川　雪乃 ２５ｍ補助あり自由形 1分16秒1 ２５ｍ補助あり自由形 57秒0

４年 伊藤　希唯 ２５ｍ自由形 33秒6 ５０ｍ自由形 1分15秒5

４年 伊藤　結愛 ２５ｍ補助あり自由形 50秒3 ２５ｍ自由形 41秒4

４年 鈴木　歩奈 ２５ｍ自由形 44秒6 ５０ｍ自由形 1分18秒2

４年 髙橋　菜月 ２５ｍ補助あり自由形 41秒9 ２５ｍ自由形 36秒5

４年 房間　ゆあ ５０ｍ自由形 1分19秒1 １００ｍ自由形 2分59秒9

４年 林　太陽 ２５ｍ補助あり自由形 欠席 ５０ｍ自由形 1分03秒1

５年 伊藤　永希也 ５０ｍ自由形 1分19秒9 ５０ｍ自由形 1分14秒2

５年 井上　歩武 ５０ｍ自由形 1分41秒8 ５０ｍ背泳ぎ 1分33秒8

１００ｍ自由形 3分37秒1

５０ｍ自由形 1分38秒3

５年 竹田　隼人 ５０ｍ自由形 1分19秒1 ５０ｍ自由形 1分13秒0

５０ｍ背泳ぎ 48秒2 １００ｍ個人メドレー 1分37秒4

５０ｍ自由形 38秒7 １００ｍ自由形 1分21秒8

５０ｍ自由形 59秒８

１００ｍ平泳ぎ 2分49秒9

赤帽子（２５ｍが泳げない）

Ｒ３年度とＲ４年度のスイミングフェスタの記録

６年 鈴木　遥斗 ５０ｍ自由形 1分14秒2

５０ｍ自由形 1分39秒9

Ｒ３年度 Ｒ４年度

５年 大河原　魁

６年 志田　大雅

４年生
以上は全
員白帽子
（２５ｍ
以上泳げ
る）に
なった。



９月議会に向け、文教委員が手ノ子小学校プール
を視察 ９／９ 町教育委員会を含む１２名程度

１０月６日付で町長・教育長の連名
による陳情についての回答書が届く

条件を付して平成２３年度より再開する

今後現プールに対しプール本体の改修
や機械設備の交換などの、大規模な修
繕が生じた場合は修繕を行わず廃止

９月議会全員協議会

平成２２年度



水道料金の推移（Ｈ２９～Ｒ４年度の７月請求まで）
※　7月請求は６／１０～７／９の水道料金

H29年度 H30年度 R1年度
R2年度
（プール
なし）

R3年度 R4年度 前年度比

月 料金（円） 料金（円） 料金（円） 料金（円） 料金（円） 料金（円） 料金（円）

4 5,539 6,068 6,068 5,126 5,390 5,126 -264

5 7,771 8,399 9,435 5,126 5,390 5,126 -264
6 28,860 60,199 29,119 10,670 18,326 10,142 -8,184
7 250,823 179,080 111,999 9,350 192,830 390,038 197,208

合計 292,993 253,746 156,621 30,272 221,936 410,432 188,496

プールの老朽化に伴い、夏季休業中の水位保持と水質の維持
管理が難しくなっているため、プール開放日を昨年度の７回か
ら４回に削減。代わりに町民プールの使用割当を４回追加。

夏休みのプール開放・・・７／２８（木）、７／２９（金）、８／１（月）の３回
※ ８／４（木）は豪雨災害により中止、以降、町プールも使用不可

令和４年度



来年度に向けた検討事項

３年生以上は、コース別のチームティーチング
により、泳力の水準はコロナ前にもどっている
（１年生をいかに楽しく水遊びさせるか）

１年生が２名入学予定だが、小
プールは漏水がひどく水が溜まら
ない状態（豪雨災害時も）

１１／２２（火）現在

大プールも漏水がひどく水が溜り
にくい状態（水位保持と水質の
維持管理に多大な費用と労力）



小小連携の取組として、町プールを使用し、
他校と合同で水泳授業を行ってはどうか？



「運動会に向けた徒競走・リレー練習」

８月２９日（月）～９月９日（金）の朝休み・中間休み

運動会９／１０（土）



Ｒ４年度　運動会時１００ｍ走タイム

学年 氏名 組分け時 運動会当日 全国平均

３年 伊藤　希吏斗 17.9 18.2 22.2

３年 大河原　優 17.9 17.3

３年 舩渡川　雪乃 23.3 21.4

４年 伊藤　希唯 18.6 17.5

４年 伊藤　結愛 19.3 17.9

４年 鈴木　歩奈 18.7 17.6

４年 髙橋　菜月 18.1 17.3

４年 房間　ゆあ 25 23.8

４年 林　太陽 17.1 17.2 20.6

５年 伊藤　永希也 20.7 20.4

５年 井上　歩武 21.1 20.6

５年 大河原　魁 21.1 22

５年 竹田　隼人 18 17.7

６年 志田　大雅 15.9 15.9

６年 鈴木　遥斗 18.9 18.6

※　全国平均値　　　出典： 日本人の体力測定値 (東京都立大学身適研)

新・日本人の体力標準値Ⅱ (東京都立大学身適研)

体育調査資料 (文部省体育局)

23.5

22.2

19.7

18.7



「なわとび強化週間」
１１月７日（月）～１１月１８日（金）の中間休み

５０回でシー
ル１枚はる約束
で、できるだけ
回数を多く跳ぶ
取組により、持
久力と体幹を鍛
える。



考 え る 力

①探究的な学びの推進
②教科・単元における資質・能力
の明確化

③読書活動の充実とＩＣＴの活用
による日常授業と繋がりのある
家庭学習の工夫

具体的な取り組み



算数科における複式学級での授業づく
りについてのご指導（学校教育指導専門員）
１学期・・・３・４年３回、５・６年生４回
２学期・・・３・４年３回、５・６年生６回



５・６年複式 算数科授業研究会
（５年「面積」・６年「円の面積」）

７月５日（火）



５・６年複式 算数科追試研究会
（５年「面積」・６年「円の面積」）

７月８日（金）



３・４年複式 算数科授業研究会
（３年「何倍でしょう」・

４年「図を使って考えよう」）
１１月２日（水）



３・４年複式 算数科追試研究会
（３年「何倍でしょう」・

４年「図を使って考えよう」）
１１月４日（金）・７日（月）



「あ～すまいりーず」による読み聞かせ
１学期・・・全校４回（わくわく３ＫＥＮ広場）
２学期・・・全校３回（わくわく３ＫＥＮ広場）



図書委員会のイベント活動「読書まつり」
１学期・・・７月１１日（月）～１５日（金）
２学期・・・１２月５日（月）～１６日（金）



【国語】○成果
〇平均正答率で比較すると、全国・県平均を大
きく上回った。
〇評価の観点の「知識・技能」（我が国の言語
文化）の１問は、１０割の正答率。
○評価の観点の「思考力・判断力・表現力等」
（話すこと・聞くこと、書くこと）の各２問は、
１０割の正答率。

令和４年度「全国学力・学習状況調査」（６年生）

【国語】△課題
△評価の観点の「知識・技能」（言葉の特徴や
使い方）の５問は、７割とやや課題。
△評価の観点の「思考力・判断力・表現力等」
（読むこと）の４問は、５割と課題。



【算数】○成果
〇平均正答率で比較すると、全国・県平均を大
きく上回った。
〇評価の観点の「知識・技能」（図形）の２問
は、１０割の正答率。
○評価の観点の「思考力・判断力・表現力等」
（図形）の２問は、１０割の正答率。

令和４年度「全国学力・学習状況調査」（６年生）

【算数】△課題
△「知識・技能」（変化と関係）の３問は、７
割を切りやや課題。
△「思考力・判断力・表現力等」（数と計算）
の３問は、７割を切りやや課題。



【理科】○成果
〇平均正答率で比較すると、全国・県平均を大
きく上回った。
〇評価の観点の「知識・技能」（粒子、地球）
の２問は、１０割の正答率。
○評価の観点の「思考力・判断力・表現力等」
（地球）の４問は、７割５分の正答率。

令和４年度「全国学力・学習状況調査」（６年生）

【理科】△課題
△「知識・技能」（エネルギー）の２問は、５
割と課題。
△「思考力・判断力・表現力等」（粒子）の２
問は、５割と課題。



「人物像や物語などの全体像」を具体的に
想像することができるように指導する。

△昨年度に引き続き【国語】「思考
力・判断力・表現力等」（読むこと）
に課題

令和４年度「全国学力・学習状況調査」（６年生）

表現の効果を考えるために、内容面だけで
なく、「どのように描かれているか」とい
う表現面にも着目して読むことができるよ
うに指導していく。

読書活動の充実

＋

教科
指導

毎週金曜日の朝読書の拡充



読書活動の充実に向けて、家庭学習にお
いて、今後家庭と連携して指導していきた
いこと

普段（月曜日から金曜日）の１日当たりのデジ
タルメディアの時間を２時間より少なくし、そ
の分の時間を読書の時間に充ててほしい。

土曜日や日曜日など学校が休みの日は、学習に
関連した図書の本や新聞、インターネットを活
用した調べ学習の課題に取り組む等、自主学習
を工夫してほしい。

母親委員会と連携し、毎月第３日曜日の「親子
読書の日」を推進する。



令和４年度「全国学力・学習状況調査」（６年生）

【学校・家庭生活等に関するアンケート】
「（どちらかといえば）当てはまる」といった肯定的な回答
の割合が特に低い項目

△将来、理科や科学技術に関係する職業に就きたい
と思う

主体的に問題解決の活動

理科における探究的な学びの推進と
授業と繋がりのある自主学習の奨励

学習内容を日常生活との
関りの中で捉え直す場面

大学や研究機
関、企業など
と連携、協力

科学的読み物の活用
博物館や科学学習セン
ター、動植物園、水族
館、プラネタリウムな
どの施設や設備の活用

理科関連の
職業への肯
定 的 な イ
メージ



１１／３（木・祝）の企画「サイエンスツアー
YU-STEAMからのプレゼント １日STEAM体験」
への参加・ご協力に感謝！



社 会 力

①生徒指導の３機能を活かした
居場所づくりの充実と絆づく
りに繋がる集団活動の充実

②地域の教育資源を活かした活
動の充実

③地域の良さを学び、思考・表
現する活動の実施

具体的な取り組み



全校会議

代表委員会

委員会活動

縦割り清掃



ひまわりの絆プロジェクト
（長井警察署、飯豊町駐在所の警察官との
植栽後、全校会議で水かけ当番を決める）
６月１６日（木）～１０月１１日（火）



全校お楽しみ会
（全校会議で内容と係を決めて準備）

７月２７日（水）



１１／１（火）のアルミ缶小中学校回収
協力者表彰（アルミ缶リサイクル協会）

アルミ缶集め強化週間
（地域の方へチラシを配り、
代表委員がアルミ缶を集める）

１０月３１日（月）～１１月１１日（金）



収穫感謝祭
（全校会議で内容と係を決め、
調理方法を家庭で調べて準備）

１１月１４日（月）



「運動会」に向けた取組
（結団式と放課後の表現部活動）

８月２９日（月）



「運動会」に向けた取組
（手ノ子小ソーランと赤白対抗応援合戦）

９月７日（火）



「運動会」
（３年ぶりにお客様をお呼びし、

新入生種目「５年生といっしょ」も行う）

９月１０（土）



“めざみの里”音楽祭動画撮影
に向けた武先生との合唱練習
曲「ハッピーバースデー」
（音楽家 武義和先生）

９月１４日（水）



“めざみの里”音楽祭動画撮影
祖父母学級研修会

「みんなで歌おう、いのちのうた」
（「風とたんぽぽ」の武義和先生ときむらいずみ先生）

１０月６日（水）



第１回～第３回・第７回クラブ活動

(四方山会）
５月２５日（水）・６月８日（水）・
６月１５日（水）・１０月５日（水）



第４回～第６回クラブ活動
６月２９日（水）・７月１３日（水）
８月３１日（水）



“めざみの里”音楽祭に向けた
花笠音頭のオリジナル歌詞づくり

『花笠音頭』手ノ子小バージョン

１ かさのふるさと 中津川よ

ダム湖に 映えるは 水没林

２ グラウンド歩く かもしかの親子

さるも いもほり わがはたけ

３ 手ノ子 高峰 八幡様よ

秋は あばれる 黒獅子が

４ おらの学校の 冬の遊びは

雪に うもれて そりスキー



“めざみの里”音楽祭動画撮影
クラブ活動発表会

（西部地区公民館展示会
・中津川地区公民館文化祭）
１０月２２日（土）



クラブ活動発表会の職員の反省から

１ 取り組んだ活動（花笠踊り）について

飯豊町の特産である花笠を取り入れた地域での発表はよい。

踊った動画を撮って意見交換するなど、練習も工夫して充実。

３ 発表会当日の日程・活動内容について
公民館や地域の皆さんに歓待いただき、子どもの活躍の様
子を見ることを心待ちにしていることを実感。

縄ない競争の楽しさ、西部地区のこんにゃく、中津川のい
も煮のおいしさ、公民館の展示も工夫されていてよい。



クラブ活動発表会の職員の反省から

２ 発表に向けた練習の進め方について

年度当初から、発表前の仕上げ時に担任が指導に
関わる計画づくり。育てたい資質や能力に結び付け
るために、学級経営の具体的な方策に入れ、カリマ
ネにも反映。

地域学校協働活動推進員への大きな負担。２学期
からの練習は発表を踏まえ、発表内容の練習と他の
準備を分けて全職員で指導にあたり、動き、分担な
どの確認が必要。



５・６年宿泊体験学習
（農家民宿いろり：山菜採り・調理体験など）

５月１２日（木）



５・６年宿泊体験学習
（農家民宿いろり：昔語り・奉仕活動など）

５月１２日（木）・１３日（金）



５・６年宿泊体験学習
（白川ダム湖岸公園：カヌー体験）

５月１２日（木）



５・６年宿泊体験学習
（源流の森：冒険の森体験）

５月１３日（金）



「ロイロノート」を使った５・６年生の宿泊学習の報告
（お昼の校内放送「みんなの時間」）



「ロイロノート」を使った５・６年生の宿泊学習の報告
（お昼の校内放送「みんなの時間」）



「ロイロノート」を使った５・６年生の宿泊学習の報告
（お昼の校内放送「みんなの時間」）



宿泊学習の内容と実施方法の見直しについて

地域学校協働活動推進員による連絡・調整により、
担任の準備負担を軽減。

中津川地区の観光資源にふれ、そこで働く人々と
の交流ができ、総合的な学習へと発展。

小学校生活の中で、飯豊町の教育施設である「飯
豊少年自然の家」を一度も活用せずに卒業。

ＰＴＡに、学年部会行事での「飯豊少年自然の家」
の活用をお願いしたい。



エヌ アイ イー きょう いく しん ぶん

ＮＩＥ（「教育に新聞を」）
なつ やす ちゅう ごう う さい がい

で、夏休み中の豪雨災害
かえ エス ディー ジー ズ

をふり返り、ＳＤＧｓとつな
かんが

げて考えてみよう！

八

十
九

金



こん かい ごう う いい で まち

今回の豪雨で、飯豊町はどの
ひ がい

ような被害にあったのか？

山形新聞朝刊８／４の１面記事より

（写真は町民総合センターあ～すの
駐車場３日午後６時４５分の様子）

６市町（南陽、長井、
飯豊、川西、高畠）で
警戒レベル５の「緊急
安全確保」を出し、住
民が避難しました。飯
豊町の小白川が増水し、
大巻橋が崩れ落ち（車
１台が流された？）ま
した。



山形新聞朝刊８／５の２９面記事より

（右上の写真は大雨で道路の一部が崩れ落ちた手ノ
子の国道１１３号４日午前１１時５５分の様子）

飯豊町側が
道路の崩落に
より、新潟県
側が冠水によ
り、１１３号
線の東西で一
時全面通行止
めになりまし
た。小国町か
ら飯豊町に通
勤できない方
もいました。



なか て の こ しょう しん

そのような中、手ノ子小でも、浸
すい そう こ ぎ じゅつ いん しつ

水した倉庫、技術員室、ピロティ―
ふっ きゅう さ ぎょう すす

の復旧作業を進めていました。

断水の中、プールの水をポンプでくみ上げて泥を
洗い流す



ピロティ―

技術員室倉庫
４日と５日に荷
物を運び出し、部
屋や使える道具を
洗い、ピロティ―
とホールに乾かし
ました。



大量に出た
ゴミは、１７
日と１８日に
ゆり園駐車場
に設置したご
みの仮置場へ
運びました。



大雨による災害発生時の下校体制について
判断基準として気象庁の「土砂キキ
クル（大雨警報（土砂災害）の危険
度分布）」を活用



大雨による災害発生時の下校体制について

「警戒レベル４」（危険）

下校時間の繰り上げ、
授業の打ち切り、送迎
対応の検討

「警戒レベル３」（警戒）

「警戒レベル２」（注意）

道路の寸断、保護者の
都合で迎えができない
場合は、学校内で待機

下校時間の繰り上げ、
授業の打ち切り、送迎
対応を実施

児童の保護者引き渡し、下校を完了させる



大雨による災害発生時の下校体制について

スクールバス運行

保護者へのお迎
え要請

道路の安全状態を考慮
した対応 保護者への情報

提供

物品の整備

食料・水（少なくとも１晩
分）・毛布・マットなどの装
備・備品を入手したい。
（社教課長を通して総務課に依頼中）

可 否

道路状態の危
険を把握する術
を可能な限り確
保したい。



学校運営協議会委員の皆様のご意見から

高峰地区など通学路の途中の情報は、子ども１１０
番への情報提供を依頼しておけばよいのではないか。

非常時用の水と食品については、防災の日として給
食の際に飲食することで、年度更新が可能ではないか。

避難用として自宅で常備している毛布などを持参し、
学校で避難所体験をすることも可能ではないか。備
品のストックについては、自分の家から持ち寄る発
想が効率的。

ＰＴＡに、部会行事で学校泊を行う場合は、全校で
の避難所体験をお願いしたい。



ご清聴ありがとうございました。


